






























学苑 総合教育センター国際学科特集 No.847 1～10（20115）
教養という「教師力」と教員養成

























































巻 タイトル 発行年 主要な執筆者（順不同）
1 戦後の社会 1958 大宅壮一，中村光夫，臼井吉見，乾 孝
2 世界への目 〃 竹内 好，阿部知二，加藤周一，竹山道雄，宮城音弥
3 戦争の記録 〃 永井荷風，吉田 満，今日出海，戦没学生
4 愛情の記録 〃 藤原てい，山本三郎，宮本顕治百合子，尾崎秀実
5 マスコミの世界 1959 荒垣秀雄，城戸又一，河盛好蔵，扇谷正蔵
6 生活の記録 〃 山田うた子，米山章子，鶴見和子
7 日本人 〃 柳田国男，亀井勝一郎，伊藤 整，長谷川如是閑
8 わが生涯 〃 小倉金之助，荒畑寒村，手塚富雄，高村光太郎
9 友情恋愛結婚 〃 生島遼一，坂口安吾，田中澄江，川島武宣
10 生きた言葉生きた文章 〃 西尾 実，中野和子，木下順二，徳川夢声
11 日本の女性 〃 平塚らいてぅ，増田小夜，瀬川清子，佐多稲子
12 文学の常識 〃 中野好夫，平野 謙，武田泰淳，伊藤 整，鶴見俊輔
13 日本の近代 〃 唐木順三，加藤周一，戒能通孝，江口 渙，
14 読書 〃 中島健蔵，清水幾太郎，小泉信三，小倉金之助
15 日本文化の反省 〃 きだみのる，小野十三郎，武智鉄二，荒 正人
16 戦後の教育 〃 中野好夫，臼井吉見，長洲一二，竹内 好
17 探検発掘の記録 1960 岩村 忍，江上波夫，寺田和夫，鎌田久子
18 敗戦の記録 〃 高杉一郎，高見 順，伊丹万作，松下正寿
19 戦後の経済 〃 大河内一男，美濃部亮吉，松下圭一，中山伊知郎
20 宇宙時代 〃 武谷三男，星野芳郎，岸田純之助，中村誠太郎
21 官僚政党圧力団体 〃 笠信太郎，加藤周一，今井一男，竹内 好
22 生活の科学 〃 大島正光，佐藤藤三郎，吉沢久子，木下是雄






巻 タイトル 発行年 主要な執筆者（順不同）
24 あの人この人 〃 萩原葉子，小林 勇，小泉信三，福原麟太郎
25 変貌する世界 〃 牟田口義郎，大宅壮一，江口朴郎，猪木正道
26 古典案内 〃 髙木市之助，齋藤茂吉，秋山 虔，唐木順三
27 現代の課題 〃 星野芳郎
別巻 一九六〇年日本政治の焦点 〃 藤山愛一郎，飛鳥田一雄，清水幾太郎，江藤 淳
表2『現代教養全集』9「友情恋愛結婚」の目次一覧









































































共同討議 恋愛と性をめぐって 荒 正人大河原忠蔵唐木順三佐古純一郎和田典子
（司会）亀井勝一郎
性と愛についての言葉 河盛好蔵（東京教育大学教授）編
れば，ネット社会，電子書籍の一層の進展は，教養と向き合うことからは決定的に離れていくことを
予見させる。最早，「教養」は風前の灯火なのだろうか。
2.「教師力」としての教養
（1） 教養審答申に見る「教師力」
現在も進行中である教育改革のうち，教師の資質向上を考える際の下敷きにされている教育職員養
成審議会（教養審）の「新たな時代に向けた教員養成の改善方策について」第一次答申（11）は，教師
に求められる資質能力を「いつの時代も教員に求められる資質能力」（不易）と「今後特に教員に
求められる具体的資質能力」（流行）の二面から指摘している。その前者には「広く豊かな教養」も
挙げられ，教科等の専門的知識能力だけではなく，豊かな教養広い視野を求めている。この「不易
と流行」は，どちらかに強く偏ってはならないものである。この言葉を用いた芭蕉が言うように，基
本的永遠性である不易と時代や社会への適応である流行とは，根本的には一致しなければならず，不
易が土台を成すと考えてよい。
（2） 中教審特別部会が問う「教師力」
冒頭で指摘したように，特別部会の審議経過では，「高度な」「学問的」専門性強調のニュアンスが
強く読み取れるが，筆者はこれを，謂わばアイロニーだと受け止める。専門性を透かして教養を凝視
しなければならない。明瞭な文言としては示されていないが，「大学における教員養成教育の質的充
実」（図1参照）とは「開放制教員養成」の理念を継承するものに他ならない。既に論じた（「学苑」835
号）ように，開放制養成の意図するものは，専門性を深め極める力と同時に，「幅広く，多様な力を
持つ人材」を教師として必要とすることである。この前提が揺らいではいないこと，その上で時代の
変貌に対応するべき資質能力が強調して取り上げられているのだということに十分留意しなければ
ならない。
（3） 聖職，労働者，専門職を超える教師
近代日本における教師は，聖職者観→労働者観→専門職観の変遷で捉えられる。ユネスコの「教員
の地位に関する勧告」（1966年）（12）が，「教育の仕事は，専門職とみなされるものとする。」と勧告し
たことも受けて，60年代末以降教師は専門職だと認識されており，それは肯定されるべきものであ
る。しかし，専門職＝高度な専門性にのみ特化させるのではなく，ヘーゲル的に言えば，それ以前の
教師観を「止揚」したものと理解しなければならない。この専門職教師観が登場するのは，教養書が
消失していく時期と一致していることは注目に値する。
そもそも「専門職」（profession）の語源は「神の託宣（profess）を受けた者」にある。だからと言
って，殊更聖職を宗教性と結びつけたり，国家主義等と結託させてはならない。同様に，基本的人権
としての労働者は当然のことであるが，運動に重きが置かれることには問題が多い。それらを統合し
た概念が専門職であり，聖職を包含しているのである。
「教養」とともにこれからの教師を考える上で，「聖職」が大きなキーワードとなる。この点につい
ては改めて，別の機会に論究することにする。
―７―
3.教養教育の喪失と抬頭
（1）「教養主義の没落」
大正時代の旧制高校時代に始まる「読書」による人間形成という教養を重視する文化は，1970年
代に入るまでは大学における規範文化であったが，その後急激に失速していく。その状況については，
教養全集刊行などを通して既に概観した。この経緯を詳述した論考に，竹内洋の『教養主義の没落
変わりゆくエリート学生文化』（13）がある。
竹内は教養主義の没落要因を，高等教育が 60年代後半に「エリート段階からマス段階に至っ
た」（14）ことに求め，「技術知を旨とする経営学ブームのはじまりは，教養知が語学や外国事情に精
通することによって専門知ともなりえた時代の終わり」（15）だと指摘する。そして，「旧制高校的教
養主義をいまさらよみがえらせることは時代錯誤ではある。しかし，教養の意味や機能ということに
なると，旧制高校的教養主義から掬いあげるべきこともある」（16）として，前尾繁三郎（元衆議院議長;
1905～81）と木川田一隆（元東京電力会長;1899～1977）の二人の人物の旧制高校での恩師との関係を考
察した上で，「教養の培われる場としての対面的人格関係は，これからの教養を考えるうえで大事に
したい視点である。」（17）と結び，新しい教養重視を強調している。筆者も竹内とともに，人間的な
関わり交わりによっての教養主義の再興を求めたい。「人間的」であることも，教養とともに普遍
的なことだからである。
（2） 新しい教養主義は可能か
熟読吟味し，「本当の意味で」生かすべき答申がある。中教審の「新しい時代における教養教育の
在り方について（答申）」（18）である。
基本的な現状認識は「社会が物質的に豊かになる過程で価値観の多様化，相対化が進み，一人一人
の多様な生き方が可能になった一方で，社会的な一体感が弱まっている。（略）社会全体に漂う目的
喪失感や閉塞感の中で，学ぶことの目的意識が見失われ，まじめに勉強したり，自ら進んで努力して
何かを身に付けていくことの意義を軽んじる風潮が広がっている。（略）こうした傾向の広がりは，
我が国社会の活力を失わせ，その根幹をむしばむ危機につながるものと危惧せざるを得ない。」とい
うものである。そのために「個人が社会とかかわり，経験を積み，体系的な知識や知恵を獲得する過
程で身に付ける，ものの見方，考え方，価値観の総体」としての教養を提起している。
教養教育そのものは，本稿の主要関心から逸れるので，これ以上踏み込まないが，こうした状況は
開放制教員養成の前提を危うくしていることは明らかである。豊かな教養と無縁の教師は，教養豊か
な教育の担い手にはなれない。そこに切り込むことなく，上物の建設に熱心である限り，教養の復興
などあり得ない。
言及だけに留めるが，「就業力育成」だ，「リメディアル教育」だと，対症療法的なことにばかり驀
進し，数値主義市場主義の視点で大学を評価する無定見から脱却するならば，教養の復興は可能で
ある。無論それは，大学が置かれている現状からすれば，簡単なことではないが，可能である。この
テーマの検討は他日を期すこととする。
―８―
∞.次回へとつなぐ
前述の中教審答申（19）も，「教養とは限りなく広く深いもの」と述懐する通り，この限られた紙幅
で述べ尽くすだけの力を，筆者は持ち合わせていない。今後の中教審特別部会の動きも注視しながら，
次回に持ち越すこととする。季節外れの「七夕」として，次の特集号までの「ゆとり」を頂くことに
して擱筆する。（2011年2月18日）
注および引用参考文献
（1） 昭和女子大学『学苑』835号，2010年5月，pp.1～10。
（2） 朝日新聞の調査では，公立の小中高校と特別支援学校で中途退職する教師は，2005～2009年度の5年間
で6万7千人に及ぶ。退職理由の詳細は不明だが，精神的疾患も大きな要因だと考えられ，毎年1万2千
人を超える教師が学校を去っているのが実態である。（「朝日新聞」2010年7月20日付朝刊）
（3） この特別部会は，田村哲夫部会長（中教審副会長），安彦忠彦，安西祐一郎両副部会長以下，臨時委員を
含めて30名の委員で構成されている。
（4） 中教審特別部会が総会で配布した資料。日本私立大学団体連合会の教員養成問題に関する小委員会で，会
議資料として配布された。この小委員会は，白井克彦早稲田大学前総長，大越和孝東京家政大学教授，
島田ミチコ関西学院大学副学長，長野正玉川大学教授，町田健一国際基督教大学教授，矢口徹也
早稲田大学教授と筆者の7名で構成されている。
（5） 新村出編『広辞苑』第六版，岩波書店，2008年。
（6） 梅棹忠夫金田一春彦阪倉篤義日野原重明監修『講談社カラー版 日本語大辞典』第二版，講談社，
1995年。
（7） 平原春好寺﨑昌男編『新版 教育小事典』第二版，学陽書房，2006年。田中征男和光大学教授の説明
記述による。
（8） ロンクラーク，亀井よし子訳『みんなのためのルールブック あたりまえだけど，とても大切なこと』，
草思社，2004年。列挙されている50のルールの中には，「相手の目を見て話そう」，「整理整頓しよう」，
「だれかとぶつかったらあやまろう」などが並んでいる。
（9） 全7冊のタイトル（課題）は，第1巻「新しいモラルの確立信仰と道徳」，第2巻「理想の社会に至
る道革命と国内改革」，第3巻（本文参照），第4巻「新しい人間像の形成世代と人間の変化」，
第5巻「心の平和を求めて絶望と幸福」，第6巻「真の美しさのために美と感情教育」，第7巻
「人間の健全な生存現代文明と人間」となっている。
（10） 丸谷才一『文章読本』，中央公論社，1977年，p.304。
（11） 1997年7月の答申。教養審は中央省庁再編により，現在は中教審に統合されている。
（http:/www.mext.go.jp/b_menu/shingi/12/yousei/toushin/970703.htm）
（12） 市川須美子浦野東洋一小野田正利窪田眞二中嶋哲彦成嶋隆編『教育小六法 平成21年版』，
学陽書房，2009年から引用した。
（13） 本書は，中公新書1704として，2003年に中央公論新社から刊行され，大学における教養主義や教養教育
を考える基本文献の一つとされている。
（14） 竹内 前掲書，p.206。
（15） 竹内 前掲書，p.215。
（16） 竹内 前掲書，p.242。
（17） 竹内 前掲書，p.246。
―９―
（18） 2002年2月21日の答申。幼少年期から大学，そして成人に至るあらゆる段階での教養と教養教育の方
策を提言している。
（http:/www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/020203.htm）
（19） 注18に同じ。
（こいけ としお 総合教育センター）
―10―
